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午前１１時０５分 開  会 

 

○委員長（髙橋徳久） 本会議休憩中のところご出席いただきまして、ありがとうござ

います。 

ただ今より、産業建設常任委員会を開会いたします。 

欠席の届け出が１０番古谷武美委員よりありますので、ご報告いたします。 

それでは、当委員会に付託された事件につきまして、お手元に配付の日程表に従が

いまして、審査してまいります。 

なお、発言をする際は、委員長の許可を得た後で、マイクのスイッチを入れてから

お願いいたします。 

 

○委員長（髙橋徳久） はじめに、農林部長からご挨拶をお願いいたします。 

渡辺農林部長。 

○農林部長（渡辺重美） 最終日追加提案ということで、よろしくお願いいたします。 

  提案理由の方は、総務部長からございましたけれども、いずれ各被災された方々が

事業継続と、補正ということになりますので、どうかよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

○委員長（髙橋徳久） ありがとうございました。 

それでは、審査に入ります。 

議案第１１６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」のうち、農林部

所管分についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。佐藤農林整備課長。 

○農林整備課長（佐藤治彦） よろしくお願いします。 

議案第１１６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」のうち、農林

整備課所管分につきまして、ご説明申し上げます。 

資料ナンバー６「大仙市補正予算（９月補正②）」と資料ナンバー６－１「補正

予算（案）９月補正②（一般会計第５号）事業説明書」と農林１（議案第１１６

号）により、説明いたします。 

はじめに、８月１３日からの大雨による農林整備課関係の全体被害状況を農林１

（議案第１１６号）の資料により説明させていただきます。１ページ目は、農地・

農業用施設及び林道施設における被害の一覧表であります。農地・農業用施設の被

害件数は、８９件、林道施設については６１件であります。２ページ目からは、農
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地・農業用施設被害の位置図、次のページは被害状況、４ページからは林道施設被

害の位置図、５ページは主な被害状況の写真となってございます。 

次に、資料ナンバー６、７ページをご覧願います。補正内容は、６款 農林水産

業費で、蓄養殖施設１事業、１１款 災害復旧費で、農地・農業用施設２事業、林業

施設に係る事業が２事業となり、合計で５事業となります。詳細につきましては、

事業説明書でご説明いたします。 

それでは、資料ナンバー６－１「事業説明書」４ページをご覧ください。  

６款１項７目１９事業、蓄養殖施設等管理費であります。 

補正額８６万４千円、財源の内訳は、全て一般財源であります。 

事業の概要ですが、８月１５日から１６日の明け方にかけての豪雨により、木く

ずなどが取水口に詰まり、養殖池に水が流入できず、酸素不足により養殖魚が大量

死したものであります。 

補正予算の内訳でありますが、基本協定書に基づき、指定管理における養殖魚売

り払い収入が減少となることから、指定管理料３８万円を補正し、併せて、今後の

施設運営を図るため、新たに養殖魚を購入する経費として、原材料４８万４千円の

補正をお願いするものであります。 

次に５ページをご覧ください。 

１１款２項１目１０事業 農地農業用施設災害復旧事業費（単独分）でありま

す。復旧に係る経費７７４万３千円の補正をお願いし、財源の内訳は、その他委託

業務に係る受益者分担金３０万円、残り７４４万３千円が一般財源となっておりま

す。 

事業の概要でありますが、被災した農地・農業用施設に二次災害が想定され、早

急に復旧が必要な道水路の応急経費等についてであります。復旧の内訳であります

が、表にありますとおり、復旧件数が２１件、落雷による水位センサー故障に係

る、復旧工事の設計業務委託料、重機等の借り上げ料、砕石等の原材料を計上させ

ていただき、合計で７７４万３千円となっております。なお、施設別では、水路の

崩落及び埋設が１４件、農道の被災が６件、雷による水位センサーの故障が１件で

合計２１件となっております。 

次に６ページをご覧願います。 

１１款２項１目６０事業 農地等災害復旧事業費補助金であります。  

被災箇所を復旧する農家を支援するため、１，９４５万５千円の補正をお願い

し、財源の内訳は、県支出金４８９万３千円、残り１，４５６万２千円が、一般財
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源となっております。 

事業の概要でありますが、被災した農地・農業用施設について、市と県が補助金

を交付し、農家を支援するものであります。 

農地等災害復旧事業費補助金は、市単独事業でありますが、１カ所当たりの復旧

費３分の２を補助額の上限としております。また、県の支援として、１カ所当たり

３分の１以内の補助金を交付するものであります。大仙市の場合、市が３分の２の

補助、残り３分の１が県からの補助金となりますので、農業者等の実質的な負担は

ありません。補助金の内訳でありますが、復旧件数６８件、補助金額１，９４５万

５千円となります。 

次に７ページをお願いいたします。 

１１款２項２目１０事業 林業施設災害復旧事業費（単独分）であります。 

林道機能の回復のため、２，３８８万９千円の補正をお願いし、財源の内訳は、

全て森林環境譲与税基金繰入金となっております。 

事業の概要でありますが、国庫補助事業の対象とならない林道施設１４路線６０

カ所の復旧については、機械借り上げ料と原材料により早期に復旧を進めるもので

あります。 

補正予算の内訳でありますが、合計で２，３８８万９千円であります。 

次に８ページをお願いいたします。 

１１款２項２目１１事業 林業施設災害復旧事業費（補助分）であります。  

２５３万円の補正をお願いし、財源の内訳は、県支出金１２６万５千円、残り 

１２６万５千円が、一般財源となっております。 

事業の概要でありますが、協和地域の林道前沢線１カ所で、復旧額４０万円以上

の補助災害に該当するとして、県に申請しております。今後、国の査定を経て、復

旧するに当たり、実施設計等の委託が必要となることから、委託料２５３万円の補

正をお願いするものであります。 

  なお、工事請負費については、委託により積算された工事請負費を次回開催され

る議会へ上程予定であります。 

以上、議案第１１６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」のう

ち、農林整備課所管分につきまして、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の

上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（髙橋徳久） ありがとうございました。 

ただ今、説明が終了いたしました。 
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これより、質疑を行います。質疑のある方は、お願いします。山谷委員。 

○副委員長（山谷喜元） 蓄養殖施設のことについて、お願いします。 

  大雨が降って水路増水して、そこから施設に水が入ってくる場所ですけれども、そ

こに網があって、それが詰まるわけですよね。それって大雨の時に、しかも夜中で、

だいたいは関係者の方々がそれを取り除きに来るわけです。ただ、夜中の増水時、大

変な危険な状況なので、そういうことができないので、こういうふうになってしまっ

たという、本当に大変な状況なんです。それで、ちょっとお願いしたいのは、用水路

から施設に水を流すところの、用水路どがそういう専門家に、そういう場合であって

もうまく入って行ってごみどが遠心力で、すっと真ん中さ行った水がなんとがなって、

なんとが１日、２日は水がそこに供給できるようなちょっとした仕掛けっていうのか

土木的な工事ちょこっとその辺りに工夫すれば、そういう関係者が危険な思いしなく

てもいいような、そういうようなちょっと誰が…どなたか…そういう専門家いれば…

っすよ、そういう人にちょっと見てもらうとか、可能であればちょっと設計っていう

か、見積りなんぼぐらいでできるかとか、どんどん大雨が増えるので、毎回死ぬ可能

性があるっすもんな。夜中だと特に。だからなにかうまくそういう研究をしていただ

きたいので、その辺なんとかお願いしたいと思ってちょっと質問させてもらいました。

以上です。 

○委員長（髙橋徳久） 佐藤課長。 

○農林整備課長（佐藤治彦） 山谷委員からの質問でありますけども、雨が降ると落ち

葉がたまるというのは自然なことであります。夜だったので、夜に上げに行って、そ

ごさはまって、行って怪我しても何もならないということで、おっしゃったとおり、

周りの誰か専門家等に聞き取りしながら、何か良い手立てがないものか相談させてい

ただきます。あと、もう一つですけども、地下水のボーリングの工事をして、検査は

まだでございますけども、まだ水が出るということで、もし、大雨の前だと地下水を

活用して水が切れないようにしたいと考えております。その他に何か有効な手立てが

あるとすれば検討してまいりたいと思います。 

○委員長（髙橋徳久） よろしいでしょうか。 

（「はい、よろしくお願いします。」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋徳久） 他にございませんでしょうか。本間委員。 

○１４番（本間輝男） 災害復旧に関して、国・県の補助ってよく言うんだけども、

市単独でやるごどもあるし、その明確な基準っていうのは災害の規模によっても多

少違うと思うし、激甚とかうんぬんというようなごどもあると思うけども、こうい
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うごど見ると、また県の方で、国が５０の設計はするんだけども、工事費そのもの

についてはこれがらの県議会に上がるなんていう、割と優雅な予算の見込みなんだ

けども、通常８月の１３日の災害が、まだ県議会に上がらねぇような状態っていう

のは普通で考えられるんだすか。部長でもいいっすよ。 

○委員長（髙橋徳久） 渡辺部長。 

〇農林部長（渡辺重美） 県の方の議会、確かに今、上程はされてございます。今回

当然国費・県費が絡んでくるんですけれども、県の段階では今回の災害で県北中心

に農地災害もかなりあったと、林業関係も当然のごとくなんですけれども、まず

今、実際提案されたのが２９億２千万円ほどと、９月議会で県では上程されてござ

います。ただ、災害なのでタイムリーな事業の展開ということを考えますと、やっ

ぱり既に１カ月を経過している状態ですので、議員おっしゃられたとおり、激甚災

害等の指定、２９年の時は激甚指定受けたんですけれども、あれ、激甚の指定され

るまで、例えば、災害救助法が適用されて激甚災害指定というのが通例、やっぱり

それだけ大きい災害になるとそういうのは、通例なようなんですけれども、どうも

激甚が現に指定されるまで、あのとき１カ月半ぐらいかかったと記憶してます。通

常ですと、２カ月あるいは２カ月ちょっと激甚指定までかかってあるということも

ございまして、その辺の見極め等も非常に補助事業仕組む上で、難しい、タイムリ

ーに対応できづらい、あるいは災害がどれくらいあるのかという部分も結構把握ま

で時間もかかるという実態もあることですので、どうしても予算に反映されてくる

というのはそれなりの時間はかかってしまってあるという現状のようです。ただ、

今回小規模災害、これはできるだけ早期に復旧できるような体制ということで、市

の単独、県費３分の１もらえますけれども、負担なしでということで、早急に、既

に当然に事前着工可能と、出来上がったら領収書とともに交付するという流れにな

ってきますので、補正予算が決定しないと着手とかっていう災害はそういうレベル

ではないので、できる限り早期復旧、事業継続というところを基本に進めてはおり

ます。ただ、いかんせん若干時間は予算までということになりますとちょっとかか

ってしまっているなという感はございますけれども。 

（「委員長」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋徳久） 本間委員。 

○１４番（本間輝男） いずれ今回の災害は、県北方面が大部分です。県南はほとん

ど少ないと思います。そういう点では、受益者負担が伴わないような予算の貼り付

けをしておかないと、農家の人方、来年の生産に支障があるようなことないように
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やっぱり受益者負担ができるだけ無いような形でやらないごどには関係者にご迷惑

掛げるど思いますので、そごら辺は部長言われだとおり、でぎるごとがらやっちゃ

うど。いうぐらいの気持ちでいがないと大変だど思います。そごら辺は国・県どの

連携しながら、どうが一つ良い方向にいぐように、ご支援お願いしたいど思いま

す。終わります。 

○委員長（髙橋徳久） ほかにございませんでしょうか。育男委員。 

〇１５番（佐藤育男） ６ページ、農地の単独のやづなんですけど、受益者負担ねぇ

って言ったったすね。数字的なごどだども、事業費２，１８７万３千円あって、補

助が１，９００万、二百二、三十万だがな、これってどごがらででくるんだっす

か。 

○委員長（髙橋徳久） 佐藤課長。 

○農林整備課長（佐藤治彦） これは額が若干差ありますけども、改良区の被害があ

った場合は、市から３分の２、県から直接改良区、改良区が県に申請して、お金を

もらうことなので、市を通らないために差が生じてございます。 

○委員長（髙橋徳久） 育男委員。 

〇１５番（佐藤育男） なるほど、改良区分ということですね。分かりました、了解

です。 

○委員長（髙橋徳久） ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋徳久） ないようですので、質疑を終結いたします。 

  以上で、議案第１１６号に係る農林部所管の審査は終了いたしました。 

  なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

  ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。 

 

（ 午前１１時２３分 休 憩 ） 

 

（ 午前１１時２５分 再 開 ） 

 

○委員長（髙橋徳久） それでは休憩前に引き続き、審査を再開いたします。 

  続いて、建設部所管分について、審査してまいります。 

  はじめに、建設部長からご挨拶をお願いいたします。 

  佐々木建設部長。 
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○建設部長（佐々木英樹） 委員の皆様には、委員会を開催いただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

 

また、先に上程させていただきました当部所管の各案件に対しまして、本日全て

ご承認、ご認定をいただきました。誠にありがとうございます。御礼申し上げま

す。 

本日ですけれども、先月の大雨により被災いたしました、河川や道路といった公

共土木施設の復旧に係る追加の補正予算案につきまして、ご審査をお願いするもの

でございます。 

内容につきましては、このあと道路河川課長が説明いたしますので、よろしくご

審査の上、ご承認賜りますようお願い申し上げまして、簡単ではありますが、挨拶

とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（髙橋徳久） ありがとうございました。 

  それでは、建設部所管の案件について、審査してまいります。 

議案第１１６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」のうち、建設部

所管分についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。京野次長兼道路河川課長。 

○委員長（髙橋徳久） 京野次長。 

○建設部次長兼道路河川課長（京野和明） それでは、議案第１１６号「令和４年度

 大仙市一般会計補正予算（第５号）」のうち、道路河川課所管分について、ご説明

申し上げます。 

 資料はナンバー６「令和４年度補正予算〔９月補正②〕」の１０ページ、資料ナン

バー６－１「事業説明書」の９ページ及び１０ページを併せてお開き願います。  

 この度の補正につきましては、令和４年８月１３日からの大雨により被災した市道  

及び市管理河川の災害箇所の緊急対応及び復旧措置を速やかに行い、「市道交通網の

機能確保」と「河川の背後地にある民地等財産の保全」を目的として、補正をお願い

するものでございます。 

  はじめに、事業説明書の９ページをご覧ください。 

  １１款災害復旧費１項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費１０

事業道路橋りょう災害復旧事業費（単独分）は、５４２万４千円の補正をお願いする

ものであり、補正後の額を、９７７万４千円とするものであります。 
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  補正額の財源内訳といたしましては、全て一般財源であります。 

 事業の内容は、南外、西仙北、協和、太田の各地域それぞれにおいて、建設機械等  

の使用料及び原材料費により、被災箇所の緊急対応及び早期復旧を実施するもので 

ございます。  

 次に、事業説明書の１０ページをご覧ください。 

２目河川災害復旧費１０事業河川災害復旧事業費（単独分）は、８１万６千円の補

正をお願いするものであり、補正後の額を、２６１万６千円とするものであります。 

 補正額の財源内訳といたしましては、全て一般財源であります。 

 事業の内容としては、神岡、南外、西仙北の各地域それぞれにおいて、建設機械等 

の使用料及び原材料費により、被災箇所の復旧を行うものでございます。  

次に、フォルダ内資料「道路－１」をご覧ください。 

１ページ目には、道路及び河川それぞれの被災件数と被害額、内訳等を記載してお

ります。  

 上段緑色の表「被害全体」が道路及び河川の被害全体数となっております。 

 被災件数は２６件で、中段表左側「被害状況」に道路、河川の内訳を記載しており

ますが、それぞれ２０件と６件となっております。 

  被害額は、上段の表にあるとおり道路、河川合わせまして、１ ,２３９万円でありま

すが、当初予算に道路分４３５万円、河川分１８０万円、計６１５万円を措置してい

たことから、補正額は差し引きにより６２４万円であります。内訳は、道路河川課分

に当初予算分をそのまま措置し、補正は０円、西仙北・協和建設水道事務所に一部当

初予算を充当し、不足分５１５万７千円の補正、中仙・太田建設水道事務所分に全額

補正対応で１０８万３千円となっております。 

 中段右側表予算要求内訳に、各課所の道路、河川ごとの地域配分を記載しておりま

すので後ほどご確認ください。 

  また、２ページから６ページには、各地域ごとの被災箇所の位置図と主な箇所の被

災 状況写真を掲載しておりますので、こちらも後ほど、ご参照いただきますようお

願いいたします。 

以上、議案第１１６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」のうち、

道路河川課所管分について、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（髙橋徳久） ありがとうございました。ただ今、説明が終了いたしました。

これより、質疑を行います。質疑のある方は、お願いいたします。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋徳久） ないようですので、質疑を終結いたします。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。 

 

（ 午前１１時３１分 休 憩 ） 

 

（ 午前１１時３４分 再 開 ） 

 

○委員長（髙橋徳久） それでは、休憩前に引き続き、審査を再開いたします。 

  議案第１１６号「令和４年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」を再び議題とい

たします。 

○委員長（髙橋徳久） これより、討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋徳久） 討論なしと認めます。 

これより、採決いたします。 

本件は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋徳久） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

○委員長（髙橋徳久） 以上で、当委員会に審査付託となりました事件の審査は、全て

終了いたしました。 

なお、本委員会の「審査報告書」及び「委員長報告」の案文につきましては、委員

長にご一任願いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（髙橋徳久） 異議なしと認め、そのように決しました。 

 

○委員長（髙橋徳久） これを持ちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

  お疲れ様でした。 

 

  

午前１１時３５分 閉  会 
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